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● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
⑫

　
牧
島
城
塞
跡

↑金比羅宮の鳥居

す
が
、
後
世
の
造
成
の
た
め
、

遺
構
の
保
存
状
況
は
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
五
分
ヶ
谷
に
所
在
す
る
城
塞

跡
は
見
学
に
適
し
て
い
ま
す
（
漁

港
地
区
か
ら
沿
岸
沿
い
の
道
路

を
南
下
）
が
、
椎
岩
所
在
の
城

塞
跡
は
道
路
幅
が
狭
く
、
舗
装

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
場
所

が
多
い
の
で
、
見
学
に
は
適
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
牧
島
地
区
の
瀬
戸
町
に
は
、

二
つ
の
城
塞
跡
（
文
献
史
料
に

は
記
載
が
な
い
が
、
城

じ
ょ
う

郭か
く

遺
構

が
確
認
さ
れ
て
い
る
中
世
の
遺

跡
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
瀬
戸
町
字
五ご

分ぶ

ヶが

谷た
に

に
所
在
し
、
牧
島
山
か
ら
北
に

延
び
る
尾
根
山
に
立
地
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
金こ

ん

比ぴ

羅ら

宮ぐ
う

を

中
心
に
南
北
に
派
生
す
る
尾
根

筋
に
曲く

る

わ輪
群ぐ

ん

が
残
さ
れ
て
お
り
、

曲
輪
を
区
画
す
る
堀
切
な
ど
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

金
比
羅
宮
と
そ
の
南
隣
の
曲
輪

と
の
境
に
あ
る
堀
切
は
、
中
央

部
分
を
土
橋
状
に
残
す
な
ど
敵

方
の
進
行
阻
止
と
味
方
の
通
路

の
機
能
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
瀬
戸
町
字
椎し

い

わ岩

に
所
在
し
、
牧
島
山
の
山
頂
に

立
地
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
山
頂

を
中
心
と
し
て
、
南
北
の
尾
根

に
沿
っ
て
小
規
模
な
曲
輪
群
が

展
開
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

〜
男
女
協
働
参
画
に
は
、
幼
い
頃
か
ら
の

意
識
づ
く
り
が
重
要
で
す
〜

子
ど
も
た
ち
の
個
性
に
合
っ
た
進
路
の
選
択
を

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
孫
が
今
年
、
小
学
校
に
入
学
し

ま
し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
っ
て

あ
げ
よ
う
と
店
に
行
く
と
、
カ
ラ

フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ
ル
が
売
っ
て
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
と
き
や

子
ど
も
の
と
き
は
、
男
子
は
黒
、

女
子
は
赤
の
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
っ
た

の
に
。
今
は
、
男
女
関
係
な
く
い

ろ
い
ろ
な
色
の
も
の
が
売
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
孫
の
授
業
参
観
に
行
く
と
、
出

席
の
丸
を
付
け
る
児
童
の
名
簿
が

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
名
簿
は
男

子
と
女
子
を
分
け
ず
、
50
音
順
に

書
い
て
あ
る
混
合
名
簿
で
し
た
。

自
分
た
ち
の
と
き
は
、
男
子
と
女

子
が
分
か
れ
て
い
た
の
に
。
学
校

は
、
男
子
と
女
子
を
意
識
し
て
区

別
し
て
い
な
い
の
か
と
思
い
、
少

し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
自
分
の
小
学
校
時
代
に
あ
っ

た
、
級
長
や
副
級
長
、
児
童
会
長

な
ど
は
な
く
、
学
級
の
こ
と
は
日

直
や
係
・
当
番
活
動
で
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
席
も

男
子
の
列
・
女
子
の
列
で
は
な
く

て
、
混
ぜ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
履
く
上
履
き
（
シ
ュ
ー

ズ
）
も
、
男
子
は
青
、
女
子
は
赤

で
は
な
く
、
女
子
も
青
を
履
い
た

り
、
黄
色
や
ピ
ン
ク
を
男
女
別
な

く
履
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
や
自
分
の
子
ど
も
た
ち
の

小
学
校
時
代
で
あ
る
50
年
前
や
30

年
前
と
す
る
と
、
今
の
学
校
は
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
は
な

く
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
特
別
扱
い
を
し
て
い
な
い
の
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
思
え
ば
、

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
男
女
仲

良
く
登
下
校
を
し
て
い
る
姿
が
思

い
浮
か
び
ま
し
た
。

　
第
４
次
伊
万
里
市
男
女
協
働
参

画
基
本
計
画
の
成
果
目
標
の
一
つ

に
、『
学
校
教
育
の
場
』
で
『
男
女

平
等
』
と
考
え
る
市
民
の
割
合
を

２
０
２
２
年
度
ま
で
に
75
％
に
す

る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
協
働
参
画
社
会
の
形
成
に

は
、
幼
い
頃
か
ら
の
意
識
づ
く
り

が
重
要
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
男
女
平
等
の
大

切
さ
を
教
え
、
個
性
に
合
っ
た
進

路
選
択
な
ど
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。
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